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１週間を振り返って
　今回の旅行ではもちろん良かったことも多くあったけれど、残念なこともいくつかあった。
　良かったことは、今回韓国に行った人は引率の担当教員を含めて11人だった。そのうち学生は私を含めて２人で
その他は、社会人の方だった。そのため、当初は一般の方中心に回ってしまうのではないかという不安が少なから
ずあったが、社会人の方から積極的に私たちの方に話しかけていただき、楽しく過ごすことができた。
残念なことは、本来なら１日をかけて見学するところを、スケジュールの都合上全てを見ることが出来なかったと
ころがいくつかあった。
　以下は韓国で食べた料理の写真
　韓国料理
　韓国でお祝い事があると食べる料理（左上）と天然炭酸を使用した鶏肉料理。
焼き肉は美味しかったのだが量が多くて食べきれなかった。一人前（450g）
韓国独特の冷麺は噛みごたえがあった。 
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初日の昼食に食べたソルロンタン（左上）がこの旅では一番韓国という感じがした。
マッコルリ（左上）は濁り酒でありアルコールが利いているのだが、甘くて飲みやすかった。右上の料理は、ぺ・
ヨンジュンが訪れたことによって日本の雑誌でも紹介されるとのこと。
パッピンス（左上）は日本のかき氷の宇治金時に近い？でも抹茶は韓国では馴染みがないため使われていない。
韓国独特の黒いジャージャー麺（右上）はほんとに黒かった。
